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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は、心電図同期撮像デュアルエネルギーCTを用いて、虚血性心疾患疑い患者にお

ける心筋遅延造影の存在の関連因子について検討したものである。 

結果、検査前に得られる因子として、男性、高血圧症、6か月以内の心不全入院歴、左室

中隔肥厚（≥ 12mm）が独立した関連因子として認められた。上記4因子をいずれも有しない

場合、心筋遅延造影が存在しないことの診断能は陽性的中率が高く（98％）、冠動脈CT撮

像の際に心筋遅延造影撮像を省く判断の参考となることが示された。また心不全入院歴は

最も高いオッズ比（7.3）を示し、さらに心不全入院歴を有する患者において心筋遅延造影

の検出頻度は高く（63％）、心不全入院歴を有する患者において心筋遅延造影撮像の有用

性は高い可能性がある。本論文の内容は、心疾患診断においてCT遅延造影の臨床的有用性

を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


